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組 織 ･ 会 則

岡山実験動物研究会役員

会 長

三谷 賓- (岡山大 .名誉教授､環太平洋大 ･名誉

教授､次世代教育学通信教育課程非常

勤講師)
理 事

石井 猛 (岡山理科大 ･工学部 ･教授)

大熊誠太郎 (川崎医科大 ･薬理学教室 ･教授､
中央研究部 ･医用生物センター長)

織田 銑- (岡山理科大 ･理学部軸物学科 ･教授)

嶋村≡智也 (潤:A)クラレ･くらしき研究センター

構造 月別生研究所 .研究矩任職)

福EE] 勝洋 (岡山gl.科大 ･特担教授､前岡山理大 ･
理学部 ･動物学科 ･教授)

山下 光治 ((附エイチ ･エス ,ビー ･取締役 ･研究

開発部長)

常務理事

漫田 仲彦 (岡山理科大 ･理学部 ･動物学科 ･教授)

大森 斉 (岡山大 ･名誉教授 ･特命教授､前岡山

大 ･大学院自然利学研究科 ･生物機能

工学 ･教授)

河田 哲典 (岡1h大 ･大学院教育学研究科 ･家政学 ･
教授)

国枝 望夫 (岡山大 ･大学院環境生命科学研究科 ･

動物遺伝学 ･教授)

杉本 幸雄 (岡山大 ･大学院医減薬草総合研究科 ･

薬効解析学 .准教授)

内藤 一郎 (前新見公立大 ･看語学科 .教授)

古本 佳代 (倉敷芸術科学大 ･生命科学部 ･講師)

矢田 範夫 (岡山大 ･自然生命科学研究支援センタ

ー ･動物資源部門 .技術専門職員)

山本 敏9j(岡山大 ･大学院医歯学総合研究科 ･

機能再生 ･再建科学専攻 ･教授)

監 事

菊永 茂司 (ノー トルダム清心女子大 ･人間生活学

部 ･教授)

高橋 純夫 (岡山大 ･大学院自然科学研究科 ･地球

生命物質科学尊攻 ･生体統御学分野 ･

教授)

〔計軸のお知らせ]

会月の山之内孝尚氏がご病気のために平成 19年
10月8日にご逝去なされました｡ここに､凄んでご
冥福をお祈 り申し上げます｡お知らせが大変遅くな

りましたことをお詫び致します｡

[第63回岡山実験動物研究会のお知 らせ]
第63回研究会は今年6月29(金)に岡山大学大学院
教育学研究科の河田哲典先生のお世話で開催を予定

しています｡特別講演は教育学研究科の安藤元紀先

生にお願い致 しました｡その他に一般講演などを企

画致します｡一般講演の希望者は事務局あるいは最

寄りの常務理事宛に怒ってお申し込み下さい｡

[事務局からのお知らせ]

本研究会の運営や研究会の企画､会報の絹集､内

容などにご希望､ご意見等がありましたら､ご遠慮

なく事務局(総務担当)または最寄りの常務理事まで

ご連絡下さい｡

事務局の連絡先は下記の通りです｡

〒700-8530 岡山市北区津島中lTH1-1
岡山大学農学部 国枝 哲夫 ･熊谷多妙子

TEL:086-25l-8314

FAX:086-251-8388 (農学部総務係)
E-maiI:tkunieda@cc.okavama-U.ac.ip

:LBuma㊧cc.okayama-U.ac.jp(熊谷)
HP:http://okayama-exp-anim.org/deEaull.aspx

l会費納入のお願い]

平成 23年度の年会甑として､正会員は1,000円､
賛助会員は 30,000円 (一口)を徴収致しますので､

郵便払込通知票を用いて､年会費をお振込み下さい

ますようお願い致 します｡なお､会焚納入は会報の

発行､送付時にお願いしております｡会報の発行､

送付が遅延 していることから会費の納入は会報発行

の前年度分になりますことをご了承下さい｡

[編集後記]

第28号会報にご寄稿いただいた会員､講師の皆様
方に心から厚 くお礼致 します｡引き続き会員の皆様

の瑞垣的なご投稿をお願い致します｡

今回も賛助会員の皆様に感謝と御礼の意を込めて

広告掲瓶を致 しましたO

多くの犠牲者を出した東日本大震災は発生から1
年余が経過 しましたが､大量のがれき､放射能汚東

のがれきゃ農地処理などの問題が山和みになってい

ます｡一日も早い複旧 ･復興･再生を願っています｡

近年､iPS細胞(人工多能性幹細胞)を用いた動物実
験の研究成果が報告されています｡京都大学 iPS細
胞研究所でヒトの iPS細胞から作った神経細胞をパ
ーキンソン病のサルの脳に移植 したところ､細胞は

半年後も生き残 り､神経が機能したという｡霊長類

で初めて確認されたとのこと(毎日新聞､2012.3.16)
昨年の新聞によると､奈良先端科学技術大学院大学

では培雀で得られた神経幹細胞を脊髄損傷のマウス

に移植 したところ半数以上が歩くのに成功 したり､

京都大学(発生生物学)ではマウスの iPS細胞から作
った精子を卵子に顕微授糾し､正常なマウスの子を

誕生させることに世界で初めて成功 したという｡ま

た､カリフォルニア大学などでは絶滅の危機にある

ドリル(サルの仲間)やキクシロサイ(サイの一種)の

iPS細胞を作成するのに成功 し､種の保全に利用でき
る可能性が期待されている｡



79

岡 山 実 験 動 物 研 究 会 会 則

(名 称)

第 L条 本会は岡山実験動物研究会 (英文名 :

OkayamaAssoclationforLabol･atOtYAnimal
SclenCe)と称する｡
第 2条 本会は岡山県並びに県外において実験

動物及び動物実験に関心をもつ人々によって組

織された団体である｡

(目 的)

第3条 本会は実験動物及び動物実験についての

知識の交流をはかり､あわせてこれら関連領域の

進展に寄与することをE]的とする.

(事 業)

第4条 本会は前条の目的を運成するために次の

事業を行う｡

1.学術奥会､講演会等の開催
2.会誌及び関係学術資料の刊行

3.会員制互の連絡

4.その他必要と認められる事業

(会 員)

第 5条 本会の会員は次の通りとする｡

1. 正 会 員 本会の目的に-rLi同して､所定の

入会申込書を提出した個人とす

る｡

2. 賛肋会員 本会の目的に節同し､理事会の

承認を経て所定の入会申込番を

提出した個人または法人とする

3. 名誉会員 本会の発展に功労があった者で

理事会の承認を経て推薦された

者とする｡

(役 員)

第 6条 本会に次の役員をおく｡

1.理 事 15名以上25名以内 (うち､会長
1名及び常務埋串若干名)

2.監 事 2名

3.評議員 若干名

(役員の選任)

第 7条 会長及び常務理事は理事の互選によりこ

れを定める｡理事は正会員の互選により選出さ

れた者とする.監事及び評議員は確事会が選出

し､会長がこれを委嘱する｡

(役員の職務)

第8条 役,H.の職務は次の通りとするo
l. 会長は本会を代表し､会務を統括する｡

必要に応じ理事会及び常務理串会を召集する.

会長に事故あるときは､理事の互選により1

名を選び､会長の職務を代行する｡

2. 理事は理事会を組織 し､本会の会務を審謎

し､誠決する｡
3.常務理事会は会長を補佐し､庶務､会計､

渉外､娘会､広報などの実務を担当する｡

4. 監事は本会の会計を監査する｡

5. 評議員は評議員会を組織 し､会長の諮問を

うけ､取要弔項を審議する｡

(役員の任期)

第9粂 本会の役員の任期は2年とし､iTi選は妨

げない｡

(会 計)

第 10粂 本会の経費は正会費並びに賛助会iiの

会費､寄付金､その他の収入をもってこれに

あてる｡会計年度は暦年度とし､会費は別に

定める｡

(運営規則)

第 11条 本会の道管はこの会則によるが､会則の
変更は埋草会の議決を経て､総会の承認を受

けることとする｡

(総会の構成)

第 12条 総会は正会員をもって組織する｡

(退 会)

鰐 13条 会員が脱会しようとするときは､脱会

届けを会長に提出しなければならない｡

(事務局)

第 14粂 本会に事務局を鑑く｡

本会別は平成2年 12月1日より施行する｡
本会則は平成15年 11月28E]に一部改正.




